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■感染拡大で消費が落ち込み 

台湾では、2022年 4～6月期の実質 GDP成長率は

前期比▲1.8％と、4四半期ぶりのマイナス成長となった

（右上図）。なかでも、個人消費が同▲4.2％（1～3月期

は同＋1.3％）と大きく減少した。5月に新型コロナの新

規感染者数が 1日あたり 10万人近くまで急増したこと

が消費の自粛につながったほか、物価上昇も消費意欲

を削ぐ格好となった。さらに、上海の都市封鎖の影響で

4～6月期の輸出が同▲0.5％（同＋2.6％）と減少に転じ

た。一方、半導体関連の能力増強投資が続いたこと等

を背景に、総資本形成は同＋3.6％（同▲0.1％）と反発

した。 

感染者数は 8月に入って 1日 2万人前後まで減少し、7月にはマスク着用規定が緩和される等、活動規制

は解除される方向にある。しかし、オミクロン株派生型「BA･5」の域内感染が確認される等、感染再拡大に対す

る警戒感は根強い。これを受けて、7月の消費者信頼感指数は 63.1 と 2009年 11月以来の低水準を記録して

おり、消費活動は引き続き低調となる見込みである。 

さらに、今後、半導体需要の低迷が輸出を下押しする可能性がある。自動車向け半導体等では供給不足が

続いているが、台湾の主要生産品であるスマホやパソコン向けの先端半導体の在庫は増加傾向にある。半導

体受託製造世界最大手の台湾 TSMCは、半導体生産が在庫調整期に入っており、その調整は 2023年前半ま

で続く可能性がある、との認識を示している。半導体の在庫調整は輸出や設備投資の下押しを通じて、台湾景

気を減速させると見込まれる。 

 

■インフレと通貨安で一段の利上げ見込み 

金融環境の引き締まりも景気を下押ししている。台

湾中央銀行は 6月に 2会合連続となる利上げを実施

し、政策金利を 1.5％とした（右下図）。7月の消費者物

価指数は前年同月比＋3.4％と、5 ヵ月連続で 3％を超

えている。米 FRBが積極的な利上げを進めるなか、

台湾ドルは対米ドルで年初来▲8％と下落した。台湾

中央銀行はインフレ抑制と通貨防衛の両方を目的とし

て年内に追加利上げを実施すると予想される。 

加えて、地政学リスクも高まっている。米国のペロシ

下院議長の台湾訪問をきっかけに中国との緊張が急

激に高まっている。中国は食料品等を対象に台湾から

の輸入を一時停止すると発表した。禁輸額は 6.2億台

湾ドル（台湾農業委員会推計）と小さいが、禁輸対象が拡大する場合、台湾経済への悪影響が大きくなる可能

性がある。現時点では有事に発展する可能性は低いとみられるが、緊張の高まりが、海外から台湾への投資

減少につながるリスク等に注意が必要である。 
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